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近畿高体連ハンドボール専門部
                                                       　　　部長工藤哲士
近畿高等学校ハンドボール選手権大会におけるコロナ対策について
１．　大会は有観客試合で行います。
大会役員・学校関係者・指導者・部員・保護者のみの入場を許可します。
なお、保護者は生徒１名につき２名までで、チームで４０名以内とする。
引率責任者は、来場する保護者を把握すること。
２．　大会は、別紙「令和４年度第６５回近畿高等学校ハンドボール選手権大会新型コロナウイルス感染症防止対策ガイドライン」（以下ガイドライン）に沿ってコロナウイルス対策を行い、運営します。
３．　大会参加チームはガイドラインを遵守し、以下の書類を作成し提出すること。
　　①大会参加同意書　　選手・役員は同意書を作成後、各校の校長に提出し、許可を得たうえで大
会参加申込みを行うこと。参加申込み後は顧問が保管すること。
　　②健康観察シート　　引率責任者はこの表を参加役員・選手・保護者に配布し、大会２週間前か
ら各自で検温結果を記入させること。また、検温結果を毎日確認し、顧問　が保管すること。
③行動記録シート　　引率責任者はこの表を参加役員・選手・保護者に配布し、大会２日前から
各自で記入をさせ、顧問が保管すること。
　　④検温確認表　　　　引率責任者は大会参加当日の選手・役員の検温結果を記入し受付に提出す
ること。また、保護者には保護者用の検温確認表を配布すること。
　　⑤保護者入場一覧表　引率責任者は大会当日までに保護者の代表者へ「保護者入場一覧表」を配布し、入場を希望する保護者は氏名・体温・チェック欄を記入する。保護者代表は受付にこの用紙を提出し、試合開始２０分前にまとまって入場する。遅れたら入場できません。（１日２試合の場合も最初の試合が終わったら退館していただき、再度、入場時に提出してもらいます。）
　　※④⑤は回収したのち、大会終了後、1ヶ月を目途に廃棄します。
４．　体育館について
　（１）入・退場について
　　　①入場は受付にて役員の許可を得てから行い、チームでまとまって入場する。その際、引率者が全員の検温をおこなう（体温計は会場にもありますが、各チームで準備したものでも構いません）。また、マスクは必ず着用していること。
　　　②引率責任者は入場前に事前配布された検温確認表を受付に提出した上で入場する。（未記入がある場合は入場できない場合がある）
　　　③保護者も入場前に事前配布された検温確認表保護者入場一覧表を受付に提出した上で入場する。（未記入がある場合は入場できない場合がある）
④選手・チーム役員の入場は、試合開始予定時間の２時間前から可とする。開館以前の入場はできない。試合終了後はできる限り早く１時間以内に会場から退館すること。入場時間より前に入口前に集合しない、退場後は速やかに解散することを徹底する。
　（２）更衣室の利用について
　　　「三密」対策として、利用人数・時間の制限、定期的な換気を行う。
1 指定された更衣室を使用し、観覧席やトイレでの更衣は行わないこと。
　　　　試合前：前の試合の後半を利用する。第１試合は試合開始３０分前からとする。
　　　　試合後：次の試合の前半を利用する。
　　　　※荷物を置いたままにしないこと。ベンチ入りメンバー以外は利用しないこと。
　　　②使用後はドアノブ等を消毒してから退室する。
　（３）入場時間・座席等の指定については抽選会終了後、各チームへ伝達する。座席の指定はしない。
　（４）消毒について
　　　①チームで必要なコロナ対策用品（器具消毒用アルコール、除菌シート等）を準備すること。
　　　②使用後、退館前に観覧場所の消毒を行うこと。
　　　③消毒用アルコールを布に吹きつけたものか除菌シートで、ベンチやドアノブ等の触れた箇所をふくこと。
　（５）扉、窓を開放して実施する。常時開放できない場合にはハーフタイムに開放するなど換気を積極的に行う。
　（６）各校の座席を指定するので、そこに荷物を置くこと。
　（７）飲食する場合は周りと距離をとり、向かい合わず、会話をしないようにすること。
５．　移動・宿泊について
　（１）会場や宿泊場所への移動等は各学校で責任をもって集団感染のリスク（３密の条件）を避けること。

